






〔研究計画〕 

IgA 腎症を「Henoch-Schonlein紫斑病や SLE のような全身性疾患がなく,蛍光抗体法ですべ

ての糸球体の主としてメザンジウム領域に IgAが最も強く染色される腎炎」と定義し,各研

究協力者の施設で,昭和58～60年の間に第1回目の腎生検を行い,IgA腎症と診断した生検

時 15 歳以下の小児を対象に prospective study を行ない,1)臨床像,2)治療効果,3)病理所

見,4)免疫学的所見を中心に検討するということであった。 

初年度(58年),次年度(59年)は各施設で経験した症例を表1に記入してもらい,登録させた。

病理所見は現在検討中のため,今回は各施設で IgA腎症と診断し,初年度分として報告をう

けた症例の臨床像を検討した。 


